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9月の出来事

●時　事

13日  イチロー9年連続200安打
16日  鳩山内閣発足、小沢氏は環境相
17日  県内基準地価下落、再び拡大

●山梨県中央会ニュース

  7日  下請けトップセミナー
  1～3・9・15～17日  
　　　地域力連携拠点事業経営セミナー
  9～15日  
　　　山梨の物産と観光展ｉｎ名古屋
16日  中小企業団体観光物産協議会
18日  第5回正副会長会議

10月の予定

●全国中央会専門委員会
  1日  労働、2日組織
27日  第13回郡内地区組合交流会

 ● 1面  特産品出展者協議会創立総会開催

 ● 2面  キャリア形成促進助成金のご案内

 ● 5面  名古屋で「山梨の食」をＰＲ

 ● 6面  第52回甲府市工業振興月間と　
　    工業まつりのご案内

その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

今月の見どころ
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や
ま
な
し
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
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押
し
!!

や
ま
な
し
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
を
後
押
し
!!

　去
る
９
月
３
日
に
、甲
府
市
飯
田
で「
や
ま
な
し
特
産

品
出
展
者
協
議
会
」の
創
立
総
会
を
開
催
し
た
。

　本
協
議
会
は
、県
産
品
に
係
わ
る
中
央
会
傘
下
の
組

合
や
県
産
品
販
路
開
拓
に
熱
心
な
企
業
を
中
心
に
、52

の
組
合
・
企
業
で
構
成
さ
れ
今
回
の
創
立
総
会
と
な
っ

た
。　本

県
に
も
商
品
力
の
高
い
特
産
品
が
多
数
あ
る
が
、

中
小
企
業
生
産
者
に
よ
る
も
の
が
多
く
、必
ず
し
も
販

売
促
進
策
が
充
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、そ
の
良
さ
が

県
内
外
に
広
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。一

方
、最
近
の
輸
入
品
へ
の
不
信
感
と
、こ
れ
と
対
を
な
す

国
産
品
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、安
心
で
安
全
な
県
産
品

を
よ
り
広
く
紹
介
・
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、山
梨
に

対
す
る
認
知
度
を
高
め
、特
産
品
の
需
要
拡
大
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
今
年
７
月
よ
り
、中
央
会
内

部
に
特
産
品
市
場
開
発
チ
ー
ム
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　特
産
品
チ
ー
ム
は
発
足
以
来
、よ
り
一
層
の
販
路
開
拓

を
図
る
た
め
に
、県
内
の
デ
パ
ー
ト
や
県
外
の「
富
士
の

国
や
ま
な
し
館
」な
ど
で
対
面
販
売
を
通
じ
、積
極
的
に

優
れ
た
特
産
品
の
商
品
案
内
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。販

売
期
間
を
通
し
て
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、消
費
者
の
欲
し
て
い
る
商
品
を
生
産
者
に
情
報

提
供
出
来
る
こ
と
も
、き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。

　こ
の
た
め
中
央
会
で
は
、特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
、県

産
品
の
販
売
促
進
、生
産
者
と
の
定
期
的
な
情
報
交
換

な
ど
、こ
れ
ら
事
業
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め

に「
や
ま
な
し
特
産
品
出
展
者
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
る

こ
と
と
し
、県
産
品
に
か
か
わ
る
中
央
会
傘
下
の
組
合

や
県
産
品
販
路
開
拓
に
熱
心
な
企
業
を
中
心
に
参
加

の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、食
品
39
社
、工
芸
13
社
の
52
の
組
合
、企
業

か
ら
賛
同
を
い
た
だ
き
、今
回
の
創
立
総
会
と
な
っ
た
。

　な
お
、創
立
総
会
当
日
は
約
35
名
が
参
加
、中
央
会

内
藤
悦
次
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
他
、事
業
計
画
等
に

つ
い
て
審
議
し
、そ
の
結
果
、販
売
促
進
事
業
へ
の
参
加
・

協
力
に
関
す
る
事
業
や
、販
売
促
進
事
業
に
係
わ
る
提

言
及
び
要
請
に
関
す
る
事
業
、新
商
品
の
開
発
に
関
す

る
事
業
の
承
認
を
得
た
。

　ま
た
、総
会
の
中
で
行
わ
れ
た
役
員
選
出
で
は
、初
代

会
長
に
武
田
與
光（
中
央
会
副
会
長
）氏
、副
会
長
に
新

海
一
男（
中
央
会
専
務
理
事
）氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　創
立
総
会
終
了
後
に
は
、富
士
の
国
や
ま
な
し
館
牧

房
男
館
長
を
招
い
て
の
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、「
売
り

た
い
商
品
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
や
ま
な
し
館
の
販
売
実

績
な
ど
を
例
と
し
て
、基
本
と
な
る
方
針
や
考
え
な
ど

が
話
さ
れ
た
。

祝辞を述べる中央会内藤悦次会長

創立総会風景

講演を行う「富士の国やまなし館」の牧房男館長
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ibuki

息吹

　
平
成
21
年
度
の
税
制
改
正
に
お
け
る
税
制
控
除
制
度

を
は
じ
め
、「
省
エ
ネ
」に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
設
置
や
住
宅

の
改
修
工
事
に
対
す
る
国
や
自
治
体
の
補
助
金
制
度
に

つ
い
て
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
、税
制
に
つ
い
て
。既
に
平
成
20
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
ロ
ー
ン
控
除
で
あ
り
ま
す
が
、「
住
宅
の
居
室

の
全
て
の
窓
を
二
重
サ
ッ
シ
に
替
え
た
。」ま
た
は
前
記

の
工
事
に
併
せ
て
床
、天
井
、壁
の
断
熱
工
事
を
行
う
こ

と
に
よ
り
省
エ
ネ
性
能
が
平
成
11
年
基
準
以
上
と
な
り
、

改
修
後
の
住
宅
全
体
の
省
エ
ネ
性
能
が
工
事
前
よ
り
一

段
階
上
が
る
こ
と
に
な
る
場
合
、借
入
1,
0
0
0
万
円

を
上
限
に
1
・
0
％
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。さ
ら
に
今
年
度
新
設
さ
れ
た
税
額
控
除
は
ロ
ー
ン

に
関
係
な
く
、先
と
同
様
な
省
エ
ネ
改
修
工
事
及
び
太

陽
光
発
電
装
置
設
置
工
事
に
係
る
費
用（
通
常
2
0
0

万
、太
陽
光
発
電
で
は
3
0
0
万
上
限
）の
10
％
が
税
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。な
お
、こ
れ
ら
は
併
用
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

で
発
電
し
た
余
剰
電
力
の
買
取
」が
平
成
22
年
以
降
、今

ま
で
は
電
力
会
社
が
任
意
で
買
取
を
し
て
い
た
も
の
を

義
務
化
さ
れ
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、買
い
取
り
額
も
向
こ
う
10
年
間
は
現
状
の
2

倍
と
な
る
50
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、自
宅
の

改
修
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、リ
フ
ォ
ー
ム
や
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
提
案
を
顧
客
に
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業

の
方
々
、注
目
し
て
お
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
国
の
補
助
金
で
す
。住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入

支
援
対
策
費
補
助
金
と
し
て
、対
象
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す

る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
1
ｋ
ｗ
あ
た
り

7
万
円
が
補
助
さ
れ
ま
す
。一
般
的
な
戸
建
て
住
宅
の
場

合
、概
ね
3
ｋ
ｗ
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、約
21
万

が
補
助
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。一
般
的
な
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
は
、前
記
の
3
ｋ
ｗ
の
定
格
容

量
の
も
の
で
、約
2
0
0
万
円
と
ま
だ
ま
だ
高
い
も
の
で

す
が
、要
件
が
合
え
ば
自
治
体
の
補
助
金
※
と
併
用
す

る
こ
と
も
可
能
な
の
で
、検
討
の
価
値
は
あ
り
そ
う
で
す

よ
。

　
※
山
梨
県
概
ね
10
万
円
限
度
／
利
子
負
担
、甲
府
市
3
万
円

／
件
、富
士
吉
田
市
3
万
円
／
1
ｋ
ｗ
な
ど

車だけじゃない個人向けエコ減税・補助金

　本助成金は、労働者のキャリア形成を効果的に促進するため、職業訓練等を段階的
かつ体系的に実施する事業主等に対して助成する制度で、訓練等支援給付金と職業
能力評価推進給付金の２つの給付金があります。
　次のいずれにも該当する事業主（有期実習型訓練に対する助成の場合は、（2）（3）
（4）を除く。）であって、あらかじめ、独立行政法人雇用・能力開発機構（以下「機構」とい
います。）都道府県センターの受給資格認定を受けていることが必要です。

（1）雇用保険の適用事業所の事業主であること。
（2）職業能力開発推進者を選任し、都道府県職業能力開発協会に選任届を提出し
ていること。

（3）労働組合等の意見を聴いて事業内職業能力開発計画を作成していること。
（4）事業内職業能力開発計画に基づく年間職業能力開発計画を作成している事業
主であって、当該計画の内容をその雇用する労働者に対して周知していること。

（5）労働保険料を過去2年間を超えて滞納していないこと。
（6）過去3年間に雇用保険二事業に係るいずれの助成金についても不正受給を行
ったことがないこと。

（7）訓練を受けさせる期間において、所定労働時間労働した場合に支払われる通
常の賃金を支払っていること。

　企業の規模について
　企業の規模は、下表のとおり資本金の額若しくは出資の総額又は常時雇用する労
働者数によって判断します。下表のうちいずれか一方に当てはまる企業が中小企業とな
ります。 
　営利法人以外の法人（非営利法人）については、常時雇用する労働者数によって判
断します。公益法人（財団法人・社団法人）・学校法人・宗教法人・医療法人・社会福祉
法人・特定非営利活動法人・協同組合（農業協同組合、生活協同組合、信用協同組合
等）・相互会社・中間法人等がこれに該当します。

1.訓練等支援給付金
　訓練等支援給付金は、次の①～⑤に取り組む事業主に助成する給付金です。
①専門的な訓練の実施に対する助成（対象職業訓練）　〔▶対象：中小企業〕
　その雇用する労働者に、専門的な知識・技能を追加して習得させることを内容とす
る職業訓練等又は新たに職業に必要な知識・技能を習得させることを内容とする職
業訓練等を受けさせる事業主に助成。

②短時間等労働者への訓練に対する助成（対象短時間等職業訓練）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔▶対象：中小企業・大企業〕
　雇用している短時間等労働者に、高度な技能・知識を習得させる若しくは正社員
への転換に必要な技能・知識を習得させるため、就業規則又は労働協約に職業能
力高度化支援制度又は通常労働者転換制度を新たに設け、当該制度に基づいた職
業訓練等を受けさせる事業主に助成。
③認定実習併用職業訓練に対する助成（対象認定実習併用職業訓練）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔▶対象：中小企業・大企業〕
　厚生労働大臣の認定を受けた「実習併用職業訓練（実践型人材養成システム）」
を実施する事業主に助成。
④有期実習型訓練に対する助成（対象有期実習型訓練）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔▶対象：中小企業・大企業〕
　フリーターや子育て終了後の女性、母子家庭の母親の方々など職業能力形成機
会の少ない方々に対して、企業内における実習（OJT）と教育訓練機関等で実施され
る座学等（OFF-JT）を効果的に組み合わせて実施される有期実習型訓練を実施す
る事業主に対して助成。
⑤自発的な職業能力開発の支援に対する助成（対象自発的職業能力開発）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔▶対象：中小企業・大企業〕
　従業員の自発的な能力開発を支援する制度（自発的職業能力開発経費負担制
度、職業能力開発休暇制度、自発的職業能力開発時間確保制度又は長期職業能
力開発休暇制度）を就業規則又は労働協約に設け、従業員の能力開発の経費を負
担したり、職業能力開発休暇を与える事業主に助成。

2.職業能力評価推進給付金
　従業員に厚生労働大臣が定める職業能力検定（企業内検定は除きます。）を受け
させる事業主に助成。
　　◆支給額
　　　職業能力検定の受検料の3／4に相当する額
　　　職業能力検定の受検時間に応じて支払った賃金の3／4に相当する額

　助成金を受給するための留意点
①本助成金には、支給額の制限が設けられています。申請額よりも、受給できる額
が少ないことがあります。
②各給付金には、支給要件が定められています。機構が定める要件に合致していな
い場合は、助成金を支給できません。
③助成金は国の財源によるものです。不正に助成金の支給を受けた場合には助成金
の返還を求め、関係機関へ通知します。助成金の適正な活用をお願いいたします。

■詳細につきましては、
　山梨職業能力開発促進センター　までお問い合わせ下さい。
　　甲府市中小河原町403-1　ＴＥＬ055-241-3218

従業員のキャリア形成の支援を図りたい事業主の方へ
キャリア形成促進助成金のご案内

主たる事業
 A 企業の資本の額又は B 企業全体で常時雇用

 　出資の総額 　する労働者の数
小売業（飲食店を含む） 5,000万円以下 50人以下
サービス業 5,000万円以下 100人以下
卸売業 1億円以下 100人以下
製造業・建設業・運輸業

 3億円以下 300人以下
その他
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データから見た業界の動き（平成21年8月分）

収益状況
2008年8月

景況感
2008年8月

売上高
2008年8月

2009年8月 2009年8月2009年8月

　本県の8月の景況は、全業種のＤＩ値では、売上
高ー62（前年同月比ー2）、収益状況ー56（前年
同月比＋8）、景況感ー66（前年同月比＋4）と製
造業のポイント改善によりマイナスではあるが、
売上高のＤＩ値の改善が見られた。また、収益状
況・景況感は前月と同様に非製造業のポイント改
善を受け、連続してプラス水準を維持している。
　業種別のＤＩ値で見てみると、製造業は、売上高
ー75（前年同月比＋5）、収益状況はー75、前年
同月比ー15）、景況感はー80（前年同月比ー10）
と、まだまだＤＩ値は低い水準で推移しているもの
の、前月比で売上ＤＩ値は不変のまま推移し、前年
同月比で5ポイントの改善を見せている。
　非製造業のＤＩ値は、売上高ー53（前年同月比
ー6）、収益状況ー43（前年同月比＋24）、景況感
ー57（前年同月比＋13）と前年同月比での収益
状況と景況感の売上高以外でのポイントの改善
が数字上では今月も見られる結果となった。
　政府の月例経済報告を見ても、山梨県内の中
小企業の実態とは大きく異なって、景気判断は5
月から7月まで3ヶ月連続で上方修正されてきた
ものの、ここにきて8月、9月と景気判断の据え置
きをしていることから、中小企業にとっては景気
の先行きの不透明感が増した感じとなった。
　情報連絡員からは、依然として改善の見られ
ない経営環境下での厳しい状況が報告されてい
る。
　政権交代後、どのような中小企業対策が講じ
られるのか、即効性のある施策に期待されるとこ
ろである。

減少
70%

不変
20%

増加
10%

悪化
72%

不変
20%

好転
8%

悪化
70%

不変
30%

減少
72%

不変
18%

増加10%

悪化
60%

不変
36%

好転
4%

悪化
68%

不変
30%

好転
2%

（平成21年8月分）

山梨県中小企業団体中央会
情報連絡員報告

業
界
の

　動
き

データから
見た

　

 

山
梨
県
塗
装
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
高
野 

芳
造 

氏

声業界の

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

■
今
回
は
総
選
挙
後
に
期
待
さ
れ

る
施
策
や
業
界
、企
業
に
お
い
て
望

ま
れ
る
効
果
・
要
望
な
ど
の
意
見

を
求
め
た
。【
注
：
調
査
期
間
が
総

選
挙
投
票
日
を
挟
ん
で
い
る
た
め
、

全
て
の
コ
メ
ン
ト
が
選
挙
結
果
を

反
映
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
】

　製
造
業
・
非
製
造
業
の
全
体
で

期
待
す
る
施
策
、要
望
を
見
る
と
、

「
景
気
対
策
の
継
続
」、「
景
気
・
雇

用
の
向
上
」、「
経
済
の
活
性
化
」、

「
消
費
拡
大
」、「
地
域
産
業
・
中
小

企
業
対
策
」が
中
心
と
な
っ
た
。次

に
業
種
別
で
懸
念
材
料
を
み
る

と
、製
造
業
で
は「
高
速
道
路
無
料

化
に
よ
る
弊
害
」、「
金
融
支
援
の

充
実
」、「
国
民
の
負
担
増
」、「
公
共

事
業
の
中
止
、減
少
」が
あ
げ
ら

れ
、非
製
造
業
で
は
、「
公
共
事
業

（
工
事
）の
削
減
」、「
マニュ
フ
ェ
ス
ト

の
実
現
と
弊
害
」、「
高
速
道
路
無

料
化
の
弊
害
と
影
響
」と
な
っ
て
お

り
、全
体
と
し
て
は「
公
共
工
事

（
事
業
）」、「
高
速
道
路
無
料
化
」に

対
す
る
懸
念
が
大
半
を
占
め
た
結

果
と
な
っ
た
。

　ま
た
、「
景
気
浮
揚
策
が
見
え
に

く
い
」、「
経
済
が
好
転
す
る
と
は
思

え
な
い
」、「
施
策
に
は
期
待
で
き
な

い
」、「
全
く
期
待
し
て
い
な
い
」、「
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
ど
お
り
に
実
行
出
来
る

と
は
思
わ
な
い
」等
々
、期
待
と
要

望
と
は
別
に
、こ
う
し
た
厳
し
い
意

見
や
感
想
も
多
く
、今
回
の
調
査

か
ら
も
業
界
、企
業
の
様
々
な
考
え

方
、貴
重
な
意
見
が
聴
取
で
き
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
菓
子
）／
小
売
業
が
大

型
化
さ
れ
、住
宅
地
近
郊
の
小

売
店
が
無
く
な
り
、高
齢
者
が

買
い
物
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
贈
答
品
に
菓
子
折
り
を
利

用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
住
宅
需

要
は
一
時
的
に
良
か
っ
た
が
、今

後
の
見
通
し
は
立
た
な
い
。

●
家
具
製
造
／
家
具
の
販
売
は
、

住
宅
着
工
件
数
の
伸
び
に
左
右

さ
れ
る
。住
宅
ロ
ー
ン
も
伸
び
て

い
な
い
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）／
８
月

も
出
荷
が
少
な
く
業
者
の
倒
産

も
あ
っ
た
。生
コ
ン
工
場
も
出
荷

減
の
た
め
社
内
で
の
美
化
作
業

等
を
行
っ
て
い
る
。（
草
取
り
、車

両
整
備
等
）

●
電
気
機
器
／
半
導
体
、自
動
車

関
係
は
一
部
に
活
発
な
動
き
も

感
じ
ら
れ
る
が
、持
続
的
な
回

復
に
は
至
ら
な
い
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
他
95
％
の
企
業
は
依
然
厳

し
く
先
の
見
通
し
な
ど
全
く
立

た
な
い
状
況
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
宝
飾
業
界

は
性
格
的
に
も
嗜
好
品
産
業
の

一つ
で
あ
り
、生
活
必
需
性
に
欠

け
て
い
る
問
題
が
あ
る
。ま
た
金

融
機
関
の
締
め
付
け
が
あ
り
融

資
も
簡
単
に
は
取
り
付
け
ら
れ

な
い
。販
売
不
振
の
傾
向
は
全

般
的
で
今
後
の
見
通
し
は
全
く

つ
か
な
い
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
製
造
業
な
ど

の
生
産
が
戻
ら
な
け
れ
ば
当
業

界
の
見
通
し
は
無
い
。製
紙
メ
ー

カ
ー
の
注
文
は
落
ち
た
ま
ま
で

古
紙
の
購
入
も
同
様
で
、相
変

わ
ら
ず
操
業
短
縮
を
行
い
調
整

し
て
い
る
。紙
製
品
が
中
国
か
ら

国
内
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
恒
久
的
に

続
く
。

●
小
売（
S
C
）／
雑
貨
、書
籍
、化

粧
品
関
係
は
80
％
台
と
な
り
、

食
品
は
前
年
度
対
比
を
か
ろ
う

じ
て
90
％
台
後
半
と
し
た
。一
方

の
核
店
舗
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
に
お
い
て

も
衣
料
、生
活
関
連
で
売
り
上

げ
を
大
幅
に
落
と
し
、食
品
は

90
％
台
半
ば
で
終
わ
っ
た
。

●
小
売（
食
肉
）／
こ
の
時
期
と
し

て
は
、牛
・
豚
共
に
枝
肉
価
格
が

史
上
か
つ
て
無
い
安
値
で
推
移
。

大
型
店
と
の
価
格
競
争
で
売
上

高
・
利
益
と
も
に
減
少
。ギ
フ
ト

も
高
級
品
が
不
振
で
銘
柄
牛
は

動
か
ず
。外
食
関
係
の
落
ち
込

み
で
業
務
用
卸
も
不
振
。在
庫

が
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
状
況
。

●
小
売（
事
務
機
文
具
）／
設
備
投

資
を
す
る
企
業
が
な
い
。Ｏ
Ａ
機

器
の
買
換
え
の
サ
イ
ク
ル
が
長

く
な
っ
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
８
月
は
中
東
原

油
が
1
バ
レ
ル
72
ド
ル
前
後
に

値
上
が
り
し
た
。こ
れ
は
、米
国

経
済
状
況
の
改
善
と
ド
ル
安
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、元
売
り
各

社
は
原
油
輸
入
価
格
の
上
昇
に

よ
り
１
円
程
度
の
値
上
げ
を
行

っ
た
た
め
、各
給
油
所
も
１
円

程
度
の
値
上
げ
を
実
施
し
た
。

9
月
以
降
原
油
の
高
騰
に
よ
り

石
油
製
品
は
値
上
げ
の
方
向
に

進
む
と
思
わ
れ
る
。

●
宿
泊
業
／
昨
年
11
月
か
ら
、対

前
年
比
売
上
高
が
下
が
り
続
け

て
き
た
が
、今
月
は
昨
年
同
月

の
売
上
ま
で
回
復
し
た
施
設
が

多
か
っ
た
。し
か
し
、こ
れ
が一
時

的
な
も
の
で
終
わ
る
こ
と
を
懸

念
。相
変
わ
ら
ず
ビ
ジ
ネ
ス
需
要

は
少
な
い
。

●
美
容
業
／
美
容
業
界
で
は
低
価

格
競
争
が
恒
常
化
し
て
い
る
。お

客
か
ら
複
合
施
術
の
注
文
を
と

れ
る
よ
う
さ
ら
な
る
技
術
の
習

得
を
す
す
め
て
い
る
。エ
ス
テ
、ネ

イ
ル
、メ
イ
ク
等
を
価
格
に
反
映

で
き
る
よ
う
価
値
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
少
な
い
仕
事
の

奪
い
合
い
で
価
格
の
ダ
ン
ピ
ン
グ

合
戦
が
横
行
し
、悪
循
環
に
陥

っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
秋
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
入
る
が
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
影
響
に
よ
り
旅
行
の
中

止
が
増
え
な
い
か
と
心
配
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
景
気
動
向

に
改
善
は
見
ら
れ
な
い
中
で
、例

年
な
ら
ば
こ
の
時
期
に
輸
送
量

が
増
加
す
る
は
ず
の
果
実
、野

菜
、水
、家
電
品
等
の
出
荷
量
が

低
迷
し
て
い
る
。

業
界
の
現
況
は
？

　
仕
事
量
は
、年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。本
県
の
建
設
投
資
額
は
、

1
9
9
2
年
度（
平
成
4
年
度
）の
8
，3
6
0
億
円
を
ピ
ー
ク

と
し
て
減
少
を
続
け
、2
0
0
7
年
度（
平
成
19
年
度
）に
は
約

5
割
の
4
，2
9
4
億
円
と
な
り
、今
後
は
さ
ら
に
こ
れ
を
下

回
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、景
気
低
迷
に
よ
り
新
規

工
事
の
発
注
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、塗
装
業
界
は
建
物
や
橋
な
ど
の〝
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
〞と
い

う
仕
事
が
あ
る
た
め
、新
規
工
事
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
る
他

の
建
設
業
界
に
比
べ
る
と
、仕
事
量
に
関
し
て
は
ま
だ
良
い
方

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、最
近
で
は
塗
装
技
術
や
塗

料
の
質
等
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
の

間
隔
が
長
く
な
る
と
と
も
に
、不
景
気
に
よ
り
企
業
が
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
控
え
る
な
ど
、業
界
の
厳
し
さ
は
一
段
と
増
し
て
い

ま
す
。

　
受
注
価
格
に
際
し
て
は
、公
共
事
業
で
は
積
算
等
を
適
正
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、民
間
工
事
や
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
の
下
請
工
事
等
で
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
起
こ
り
、適
正
価
格
で

の
仕
事
の
受
注
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　
今
後
も
新
規
工
事
の
発
注
は
あ
ま
り
期
待
で
き
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
が
メ
イ
ン
の
仕
事
と
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。仕
事
量
が
減
少
し
て
い
る
中
、組
合
と
し
て

は
受
注
し
た
仕
事
に
対
し
て
、組
合
員
全
員
で
行
う
共
同
施
工

事
業
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、塗
装
業

界
の
重
要
課
題
と
し
て
、安
全
教
育
と
技
術
力
の
さ
ら
な
る
向

上
を
図
ら
な
け
れ
ば
、企
業
の
存
続
さ
え
危
う
い
も
の
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
今
後
は
水
性
塗
料
か
ら
さ
ら
に
進
ん
だ
環
境
対
応
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。政
権
交
代
に
よ
り
、新
政
権
で
は
温
暖

化
ガ
ス
の
削
減
25
％（
1
9
9
0
年
比
）を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、〝
遮
熱
塗
料（
太
陽
熱
反
射
塗

料
）〞で
す
。こ
れ
は
太
陽
熱
を
反
射
さ
せ
る
塗
料
で
あ
り
、屋

根
に
塗
装
す
れ
ば
、屋
根
の
温
度
が
約
15
℃
〜
20
℃
ほ
ど
低
下

し
、冷
房
に
必
要
な
電
力
量
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
技
術
の
利
用
が
今
後
増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、当

業
界
で
は
そ
の
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、仕
事
量
が
減
少
し
て
い
る
中
、今
後
は
資

格
や
先
進
技
術
の
取
得
を
積
極
的
に
行
い
、さ
ら
に
は
企
業
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、通
常
の
仕
事
＋
α
を
創
造

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

「
第
26
回
甲
州
大
月

　
　
　

  

阿
波
踊
り
大
会
」開
催

大月商店街協同組合

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
で

　
　
　
　
　経
営
感
覚
を
磨
く

協同組合山梨県鉄構工業会 青年部会

ガ
ラ
ス
び
ん
の

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
視
察

山梨県化粧品小売協同組合女性部

カレット工程

工場長の説明を熱心に聞く参加者

阿波踊り風景

　山
梨
県
化
粧
品
小

売
協
同
組
合
女
性
部

（
渡
辺
真
弓
部
長
）は
、

中
央
会
の「
組
合
女
性

部
研
究
会
事
業
」の
助

成
を
活
用
し
て
、９
月

９
日
に
視
察
研
修
会
を

実
施
し
た
。

　化
粧
品
小
売
の
市
場

は
、ド
ラ
ッ
グ
チ
ェ
ー
ン

や
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
無
店
舗
型
の
通

信
販
売
に
よ
り
若
年
層

を
中
心
に
需
要
は
、年
々
伸
長
し
て
い
る
。

　そ
こ
で
、「
地
球
も
お
肌
も
美
し
く
〜
空
ビ
ン
回
収
で
来
店
機

会
を
増
や
そ
う
〜
」と
題
し
、㈱
資
生
堂
掛
川
工
場
カ
レ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、環
境
対
応
の
製
品
開
発
や
包
装
を
始
め
と
す
る

減
量
化
、資
生
堂
が
2
0
0
1
年
か
ら
開
始
し
た
自
社
化
粧
品

の
使
用
済
み
ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
ん

だ
。　日

本
で
は
、飲
料
用
の
ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
進
ん
で
い

る
が
、化
粧
品
用
の
ガ
ラ
ス
び
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
埋
め
立
て
処
分

さ
れ
い
る
。化
粧
品
会
社
に
よ
っ
て
ガ
ラ
ス
の
組
成
が
異
な
り
、一
定

の
品
質
で
ガ
ラ
ス
び
ん
を
再
生
す
る
こ
と
が
困
難
だ
が
、資
生
堂

で
は
、使
用
済
み
ガ
ラ
ス
び
ん
を
自
社
工
場
で
、手
作
業
で
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
部
分
の
み
に
分
別
し
て
カ
レ
ッ
ト
し
、ガ
ラ
ス
び
ん
メ

ー
カ
ー
で
加
工
さ
れ
て
、再
び
資
生
堂
の
化
粧
品
の
容
器
と
し
て

再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　工
場
長
は
、「
課
題
も
あ
る
が
、化
粧
用
ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ
イ

ク
ル
が
循
環
型
社
会
の
仕
組
み
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
目
標

に
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。」と
語
っ
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、

「
自
ら
の
意
識
改
革

が
で
き
た
。お
客
様

に
も
、あ
え
て
コ
ス
ト

を
掛
け
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
う
こ
と
が
、ど

れ
だ
け
大
切
な
こ

と
か
伝
え
て
い
き
た

い
。」と
口
々
に
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　８
月
29
日
に
山

梨
県
鉄
構
工
業
会

青
年
部
会（
伊
部
喜

一
部
会
長
・
部
員
24

名
）は
、中
央
会
の

青
年
部
研
修
会
事

業
の
助
成
を
受
け

て
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
形
式
の
経
営
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
会
を

実
施
し
た
。

　参
加
し
た
16
名

は
３
つ
の
テ
ー
ブ
ル

に
分
か
れ
、㈱
上
野

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
の
専
任
講
師

と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
２
名
の
指
導
の
も
と
、朝
の
８
時
半
か
ら

夕
方
の
５
時
過
ぎ
ま
で
か
け
て
研
修
を
行
っ
た
。

　研
修
は
、材
料
購
入
・
従
業
員
雇
用
・
設
備
投
資
・
資
金
借
入
・

製
品
完
成
・
販
売
な
ど
の
条
件
を
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
４
年
分
の

決
算
を
行
う
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
方
式
で
行
わ
れ
、最
初

は
同
じ
条
件
で
ス
タ
ー
ト
し
て
も
、設
定
し
た
条
件
と
環
境
変
化

に
よ
り
４
年
間
で
大
き
な
差
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
で
計
画
を
立
て
予
想
外
の
事
態
に
対

応
す
る
こ
と
が
難
し
い
反
面
、思
っ
て
い
た
以
上
に
楽
し
め
、実
際

の
企
業
経
営
に
役
立
つ
知
識
が
得
ら
れ
た
」と
好
評
で
あ
っ
た
。

　青
年
部
の
伊
部
青
年
部
会
長
は「
こ
れ
ま
で
の
青
年
部
の
研
修

事
業
は
技
術
講
習
会
や
先
進
工
場
視
察
な
ど
の
技
術
的
な
テ
ー

マ
が
多
か
っ
た
が
、今

回
は
経
営
の
実
務
を

体
験
す
る
研
修
を

行
い
技
術
と
経
営
の

両
方
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。青

年
部
会
員
の
反
応

も
良
く
、今
後
も
同

様
な
研
修
を
企
画

し
会
員
の
経
営
能
力

の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。」と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　夏
の
大
月
市
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か

り
定
着
し
た「
第
26

回
甲
州
大
月
阿
波
踊

り
大
会
」が
、８
月
１

日（
土
）２
万
人
の
来

場
者
に
よ
り
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。こ
の
ま

つ
り
は
１
９
８
４
年

の
夏
、大
月
の
市
民
ま

つ
り
を
目
指
し
た「
か

が
り
火
市
民
ま
つ
り
」

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト

し
、地
元
商
店
街
の
大

月
商
店
街
協
同
組
合

（
理
事
長
小
俣
孝
）の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
。当
日
は
、ま
つ
り
街
道
各
所
に

「
か
が
り
火
」が
焚
か
れ
、神
輿
愛
好
会
が
勇
ま
し
く
街
道
を
練
り

歩
き
、こ
の
日
の
た
め
に
練
習
と
準
備
を
重
ね
て
き
た
連
に
よ
る

阿
波
踊
り
の
乱
舞
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
。甲

州
街
道
を
全
面
通
行
止
め
と
し
た
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
商
店
街

で
は
、組
合
員
の
す
べ
て
の
商
店
が
店
内
の
照
明
を
灯
し
、ま
つ
り

の
賑
や
か
さ
を
演
出
す
る
と
と
に
給
水
所
を
設
置
し
、麦
茶
で
踊

り
子
た
ち
の
喉
を
潤
し
て
も
て
な
し
た
。こ
の
日
商
店
街
は
、真

夏
の
熱
気
と
と
も
に
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
っ
た
。

　今
年
で
、26
年
を
迎
え
た
ま
つ
り
で
は
あ
っ
た
が
、昨
今
の
経
済

情
勢
の
悪
化
等
に
よ
り
開
催
自
体
危
ぶ
ま
れ
た
。経
費
節
減
、運

営
方
法
や
催
し
の
見
直
し
に
よ
り
一
部
中
止
し
た
イ
ベン
ト
も
あ

っ
た
が
、２
４
０
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
あ
る

な
ど
行
政
、地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
、手
作
り
感

あ
ふ
れ
る
新
た
な
ス
タ
イ

ル
の
ま
つ
り
と
な
っ
た
。

「
例
年
と
違
い
、こ
こ
一ヶ

月
は
組
合
員
は
協
力
要

請
と
準
備
で
仕
事
に
な
ら

な
か
っ
た
。し
か
し
か
え
っ

て
組
合
の
連
帯
感
が
強
ま

り
ま
し
た
。」と
小
俣
理
事

長
は
振
り
返
る
。

元気に踊る子供たち

シミュレーションゲーム盤

インストラクターの指導を受けながら
ゲームに取り組む青年部員
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山梨県中小企業団体青年中央会山梨県中小企業団体青年中央会

販売に努める特産品チーム職員

賑わう物産展・食料品販売コーナー

　9月16日（水）山梨県中小企業団体青年
中央会（会長：小澤浩）は、会員青年部代表
者との意見交換などを目的に代表者会議
を開催した。
　この会議は、山梨県中小企業団体青年
中央会の活動目的が青年部間のネットワ
ークの強化と青年部の活性化・会員青年
部の個企業に役立つ情報交換であり、こ
の活動をより向上させるためには会員の
意見を反映させることが不可欠であるこ
とから実施された。
　会議には、各青年部の代表者を中心に
17名が参加し、事前に行ったアンケート
結果を元に、各青年部の運営状況及び例
年11月頃に実施する青年部県大会の開
催概要等について意見交換がなされた。
　各青年部の運営状況については、多く
の団体が講演会や視察研修などの教育研
修を主として行っているものの、会員が
減少傾向にあるため事業が停滞している
との意見が出された。県大会については、
著名な講師又は政治家などによる講演会
等を行う旨の意見が多く出された。
　また、会議の最後には小澤会長より11
月に予定されている青年部県大会や各種
事業について、代表者会議にて出された
意見を元に行う旨を示し閉会した。

平成21年度 青年部代表者会議開催平成21年度 青年部代表者会議開催

名
古
屋
市
内
デ
パ
ー
ト
に
お
い
て

特
産
品
販
売
！

名
古
屋
市
内
デ
パ
ー
ト
に
お
い
て

特
産
品
販
売
！

　本会の特産品市場開発チームは、9月10日（木）～15日（火）にかけて
名古屋市中区にある丸栄デパートで開催された「山梨の物産と観光
展（名古屋）」に参加し、菓子類、漬物、麺類などの特産品を主婦層を中
心とする来場者に販売し、「山梨の食」のＰＲをした。
　この事業は、山梨県と（社）やまなし観光推進機構が主催して、中京
地区の消費者に本県の特産品や観光地を紹介し、本県への誘客を図
るために開催するものであり、今回で28回目の開催。山梨が誇る貴石
アクセサリーや織物製品、印伝、印章などの民・工芸品やワイン、ぶど
うなどの県内企業47社が出展した。
　丸栄デパートがある「栄地区」周辺は、名古屋地区における繁華街、
ビジネス街の古くからの中心地。近くには松坂屋本店、名古屋三越店
もあり、デパート間の競争はし烈。大型店は消費不況の真っ只中にあ
り、売上は対前年比マイナスが続いており、集客に四苦八苦の状況が
予想された。
　このような厳しい経済環境の中での出展であったので、事前に、主
催者からの出展情報収集に努め、協議を重ねた結果、来場者は中高年
の主婦層が多数を占めることから、日常的に消費する食品類を中心

に出展販売した。
　出展商品は、郡内地方のうどん、ほうとう、そばなどの麺類、カリカ
リ小梅漬、小梅干し、なめ味噌などの漬物、落雁などの代表的な干菓
子の袋菓子、青えんどう豆を原料とした土産用の和菓子の販売を行
った。土産菓子は過去5回の販売実績があり、固定客があるため、試食
販売に苦労することはなかった。低価格の4個入りに人気が集中し、
最終日には欠品が出るほどの売れ行きであったが、15個入化粧箱の
販売は極めて鈍かった。
　麺類は、一番安い200円の「うどん」や「ほうとう」に人気が集中。ほ
ぼ、完売の状態となった。もともと、中京地域では「味噌煮込みうど
ん」が名物として地域に定着している。その食感は「郡内地域のうど
んやほうとう麺」に酷似していることから違和感なく受け入れられ
た。
　袋菓子「落雁」は、昔なつかしいお菓子であり、中高年の主婦層を中
心に買い求めるお客様が予想以上に多かった。2袋500円と購入しや
すい価格設定をしたことも売り上げ増に貢献した。「カリカリ小梅
漬」は、売上高は他の商品と比較するとまだまだ見劣りするが、山梨
の特産品として必要不可欠の商品になりつつある。
　不況の影響は深刻で、消費者の購買姿勢は厳しく、主に安価で日常
的に消費する商品に
目が向けられてい
た。やまなし観光推
進機構によると物産
展全体の売上高は
3,422万円で対前年
比△6.6％の売上減
となった模様。初出
展の本会が、目標売
上高を達成すること
ができたのは、チー
ム職員の熱心な販売
姿勢によるものと思
われる。

1．会員数は？
　　全31青年部の合計が897社
2．昨年度どのような事業を実施しましたか？
　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
　　①講演会…………14団体　　
　　②視察研修………12団体
　　③その他…………13団体
　　　（技術研修会、ボランティア等）
　　④行っていない…  2団体
3．定例会は開催していますか？
　　①開催している……18団体（2～12回）
　　②開催していない…  6団体
4．青年部の会計はどのようになっていますか？
　　①単独会計………………13団体（～300万円まで）
　　②親組合内に予算化……10団体
5．青年部県大会の内容について選択してください
　　①講演会の開催………………………10団体　
　　②会員青年部員による事例紹介……  6団体
6．青年部として行うべき事業は？（複数回答可）
　　①講演会・視察研修等………………  18団体
　　②異業種との交流……………………12団体
　　③親会（協同組合等）のサポート……12団体
　　④その他………………………………  2団体
　　　（青年部内外のネットワークの構築）

アンケートの結果について
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平成21年度 

第2回ものづくりの
魅力発見ツアーを開催

平成21年度 

第2回ものづくりの
魅力発見ツアーを開催

会社の概要など説明を受ける参加者

　中央会では、9月の第１、３週
の6日間にわたって経営セミナ
ーを開催し、県内６会場（鰍沢、
山梨、甲府、都留、韮崎、甲斐）
において、延べ144人の参加を
得た。このセミナーは、平成２１
年度地域力連携拠点事業（※1）
の中でパートナー連携を組ん
でいる山梨県民信用組合と共
同開催で行われ、同組合の得
意先企業をはじめ地域の経営
者等を対象に日々の会社経営

に役立つ内容で定期的に開催されるものである。今回は、㈱
田辺経営より中東和男先生、西山英男先生を招き、「これが
わかれば会社は伸びる」～自分の会社を診る眼を養い、この
時代を勝ち抜く極意を学ぶ～のテーマで講演して頂いた。
　講演では、今取り組まなければならないこととして、キャッシ
ュフロー経営を目指し、現金・売上債権・在庫管理の考え方
や仕事を取るために何をしなければならないかについての
説明、成長する会社の条件としての理念・ビジョン・現状把
握・目指すべき市場などについて説明があった。講演概要は
次の通り。
　①基本は現金商売・売上債権の回収促進・在庫管理の
徹底・仕入交渉などによる自己金融力の強化、②受注担当
のレベル向上・プロセス管理の徹底・行動量重視・スピードア
ップによる受注確保、③+αの商品サービス・自社の強みの
把握・粗利益率での受注管理
によって戦場を決める、④理
念・中長期ビジョン・戦略・
PDCAによる会社の成長の方
向性、⑤その他、市場把握、ニ
ッチトップを目指す・評価と分
配のシステムなど。
　この不況下を生き抜くため
には、まずは会社の現状を見
つめ直し、現金商売の基本に
立ち、内から利益を追求する
ことが重要であり、また、受注獲得に向け、明確な理念・ビジョン・戦略を持ち行
動していくことにより道が開けると述べられた。
　時に厳しく事例を交えながらわかりやすく熱のこもった講演を聴いた参加者
は、終了後のアンケートでも約２時間という講演に対して一応に満足して取り組
むべき課題を見つけて帰られたことが見て取れた。
　中央会では、今後もこのような経営セミナーを開催する予定であり、また会社
の様々な経営相談を受け付けています。　
※1　平成21年度地域力連携拠点事業
「中小企業元気力アップ事業」中小企業庁・経済産業省委託事業で地域の中小企業
が直面するさまざまな課題に対して、連携拠点に指定された中央会をはじめ支援機
関がワンストップで決め細やかな経営相談・支援を行うもの。菓子製造の工程を見学する参加者

AEDを体験する職員

緊張の中行われた

熱心に傾聴する参加者

●
平
成
21
年
度
地
域
力
連
携
拠
点
事
業 

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
こ
れ
が
わ
か
れ
ば
会
社
は
伸
び
る
」

㈱タナベ経営
取締役 ネットワーク本部長

中東　和男氏

　本会では、9月16日「第2回
ものづくりの魅力発見ツア
ー」（主催：ジョブカフェやま
なし、実施機関：中央会）を開
催し、県内有力企業である㈱
オーテックメカニカル・浅川
熱処理㈱・ちぼりキネヤ㈱の
3社を訪問先として、雇用・能
力開発機構山梨センター産
業技術科の職業訓練生及び
求職者17名が参加した。本
事業は、山梨労働局から委託
された若年者地域連携事業

の一環として実施したもので、製造業の現場を「見る」経営者や技術者から「聞
く」ものづくりの現場を通じて魅力を「実感」することを主眼とし、若者が、世界
でも勝負できる先端技術・知識を習得し「ものづくり」についての興味や意義を
理解してもらい、これらの企業への雇用機会を得るための就職活動を支援する
ことを目的とし、年に2回実施している。
　訪問先の3社は、いずれも元気なものづくり企業であり、地球環境や社会貢
献活動など積極的に取り組んでいる。また、将来を担う若い技術者の人と教育
に前向きな企業風土をもって価値観を共有してホンモノをつくる会社である。
　参加者は、先ずオリエンテーションを行い、各企業の担当者から会社概要・主
要事業〔①㈱オーテックメカニカル（自動組立機、自動検査機等の高速機械の設
計・製作事業）②浅川熱処理㈱（エンジンバルブコッタ浸炭焼入焼戻し処理、ト
ラック用のインナーナット、ホイルピン熱処理加工）③ちぼりキネヤ㈱（菓子及
び食品の製造販売事業）〕の内容・経営理念・雇用形態・雇用環境等の説明を受け
た。その後、工場見学では最新鋭の産業機械やコンピュータ制御機器を導入し
た先端技術による熱処理加
工や食品事業に従事する社
員の作業などの労働環境等
を見学した。
  参加者は「地方にも世界と
競争できる会社があること
に驚いた。」「ものづくり企業
への理解と認知力がアップ
した。」などの感想もあり、新
たな発見に気づき体感した
ようだ。

　
9
月
9
日
に
中
小
企

業
会
館
で
は
、9
月
1

日
の「
防
災
の
日
」が
あ

る
こ
の
時
期
に
毎
年
行

っ
て
い
る
防
災
訓
練
を

行
っ
た
。

　
今
回
は
大
規
模
地
震

を
想
定
し
た
も
の
で
、

大
規
模
地
震
発
生
時
の

対
応
や
、指
定
場
所
ま

で
の
避
難
経
路
の
確

認
、各
団
体
ご
と
被
災

状
況
の
把
握
な
ど
一
連

の
連
絡
体
制
を
確
認
し

た
。

　
午
前
9
時
の
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
訓
練
は
ス

タ
ー
ト
。会
館
内
に
入

館
し
て
い
る
3
団
体
約

1
0
0
人
の
職
員
が
指

定
の
避
難
場
所
に
集
合

し
、今
回
の
会
館
管
理
組
合
で
あ
る
中
央
会
飯
野
事
務
局
長
に
避
難
状

況
を
報
告
し
た
。

　
そ
の
後
消
火
訓
練
を
行
い
、実
際
に
会
館
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ホ

ー
ス
を
使
用
し
行
わ
れ
、各
団
体
の
代
表
者
3
名
に
よ
り
放
水
の
仕
方

な
ど
を
体
験
し
た
。

　
ま
た
、甲
府
地
区
消
防
本
部
の
職
員
3
名
に
よ
る
、同
会
館
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
体
外
式
自
動
除
細
動
器
）の
使
い
方
講
習
会

も
行
わ
れ
た
。

 
 

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
緊
急
の
と
き
、そ
ば
に
あ
る
か
無
い
か
で
心
停
止
状

態
に
陥
っ
た
人
の

救
命
率
や
予
後
の

回
復
の
違
い
な
ど

の
状
況
の
説
明
を

受
け
た
り
、
参
加

し
た
職
員
が
実
際

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
て
音
声
案
内
に

従
っ
た
使
用
方
法

を
体
験
し
た
。

　
訓
練
を
終
了
し

た
あ
と
、
会
館
内

の
職
員
有
志
10
名

に
よ
る
会
館
付
近

の
草
取
り
や
ゴ
ミ

拾
い
な
ど
環
境
美

化
活
動
を
行
っ

た
。

避
難
訓
練
を
実
施
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情報BOX
第61回中小企業団体全国大会を千葉市で開催第61回中小企業団体全国大会を千葉市で開催

1組合1組合士
中小企業組合検定試験願書受付が始まりました！
1組合1組合士
中小企業組合検定試験願書受付が始まりました！

　毎年1回、全国の中小企業団体の代表者が一堂に会し、その決意を内外に表明するとともに、各分野別専
門委員会からの中小企業者の要望等の実現方に努めるとともに、国等に対して中小企業振興施策の確立を
訴え、安定的な振興発展を期して開催されるものです。
　第61回の開催となる今年度は、11月19日（木）に千葉県「幕張メッセ」で『激動のとき　今こそ発揮　団結
の力！』をキャッチフレーズに開催される予定で、本県からは約70名の参加を計画しているところです。定員
になり次第締め切らせて頂きますのでお申し込みはお早めにお願いします。

　参加旅程（予定）

　日帰りコース
　19日▶▶8:00アピオ発̶甲府昭和IC（中央道・首都高）̶ 築地すしざんまい（寿司の昼食）̶
　　　　　 全国大会参加（幕張メッセ）̶（首都高・中央道）甲府昭和IC̶アピオ解散20:00

　1泊2日コース
　19日▶▶8:00アピオ発̶甲府昭和IC（中央道・首都高）̶ 築地すしざんまい（寿司の昼食）̶
　　　　　 全国大会参加（幕張メッセ）̶（千葉東金道）横芝光IC̶犬吠埼京成ホテル（宿泊）18:15

　20日▶▶犬吠埼灯台など散策 9:30ホテル出発̶犬吠駅（銚子電鉄乗車）̶ 銚子駅̶
　　　　　 佐原香取IC（東関道）̶ 成田IC̶成田　旅館「扇屋」（うなぎの昼食）̶ 成田山　新勝寺̶
　　　　　 宮里IC（首都高・中央道）̶ 甲府昭和IC̶アピオ解散18:00

　いま、中小企業組合はガバナンスの充実が求められており、組合員はもちろん、広く社会の信頼を高め、社
会的責任を果たすには、組合運営の経験と専門的知識を備えた事務局が必要です。ぜひ組合に『中小企業組
合士』を置きましょう。

　甲府市工業協会は、会員10部会176社で県内中核業者として、甲府市の工業振興に努力しており、今年は第52回甲府市工業振興月間と工業まつりを実
施します。
　内容につきましては、会員事業としまして県民の日のイベントに参加し、昨年に続くピンリボン運動と、各部会の特徴を生かしたものづくり体験を開催
いたします。

第52回甲府市工業振興月間と工業まつりのご案内

ものづくり体験・ピンクリボン運動
●食品部会…あわびの貝殻置物作り（両日）
　　　　　　エコキャンドル作り（14日）
●研磨宝飾部会…宝石たから探し（14日）
●家具・インテリア部会…木工体験（14日）
●印刷・生活関連部会…オリジナル子ども用名刺・大判カレンダー作り（15日）
●繊維部会…エコバック作り（15日）
●ピンクリボンブース…パネル展示・募金箱の設置（両日）
●事務局…工業部会のあゆみパネル展示（両日）

主
な
ブ
ー
ス
内
容

2009年

11月14日（土）～15日（日）
小瀬スポーツ公園
（当日は県民の日のイベント開催中）

お問い合わせ　甲府市工業協会事務局　TEL.055-237-5908

日時

場所

試験科目　組合制度、組合運営、組合会計の3科目
　　※一部の科目について合格点を得た場合には、そ
　　　の後に行われる試験においては申請により3年
　　　間はその科目の実験が免除されます。

試 験 日　平成21年12月6日（日）
試 験 地　全国20都市
　　札幌・青森・秋田・仙台・さいたま・東京・長野・
　　静岡・名古屋・大阪・岡山・広島・松江・山□・
　　高松・福岡・長崎・大分・鹿児島・那覇

受 験 料　5,000円（一部科目免除者は3,000円）

受験申込　本会が配布する願書に受験料を添えて、
　　　　　本会へお申し込み下さい。

願書受付　平成21年9月1日（火）～10月15日（木）

合格発表　平成22年3月1日（月）

中小企業組合士への手続
　　試験合格者には、山梨県中小企業団体中央会
　　から組合士認定申請についてご連絡致します。

検 定 試 験 概 要

お問い合わせ先　本会担当指導員又は組繊課まで

問い合わせ　詳しくは　中央会　観光課　古屋まで
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お
知
ら
せ

編集後記
　今年ももう10月…3／4が終わ
ってしまいました。
　年齢を重ねると月日の経つの
がなんとまあ、早いことか…。
　それは日々充実し、慌しく過ご
している証拠かもしれませんが
…。
　でも、こんな時こそもう少しゆ
とりを持って一日一日を大切に
過ごせれば良いのかもしれませ
んね。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

●都留文科大学　社会学科　現代社会専攻

3年　望月 しおり

組合および会社、店舗などが直面している様々な課題の解決のために、専門家（弁護士・税理士・
社会保険労務士・大学教授・講師など）を活用した支援を行います。

　8月31日から9月4日まで山梨県中小企業団体中央会
でインターンシップを受けさせて頂きました。この5日
間、“働く”という空間に一緒に居させて頂いたことで
“就職”に対する意識が変わりました。「仕事とは、日々人
に評価され、また自分も人を評価するものである。仕事
の中での“会話”は“自分の意志を伝えること”を意味し、
自分の存在を認めてもらえなければ、評価すらしてもら
えず何もはじまらない」など、指導してくださる言葉の
一つひとつに、自分の“働く”ことに対する意識の甘さを
痛感しました。
　中央会が行っている事業を教えて頂いたり、中央会を通して様々な業界を見せて頂くことで、「こんな企業
があるんだ！こんな面白い事業をしているんだ！」という発見があり、今まで自分が見てきた世界、考えてき
た世界の狭さを実感させられました。何事も広い視野を持つことが大切だと学びました。学生生活では社会
人の方にお話を伺う機会があまりなかったので、今回の経験は刺激的で、考えさせられることも沢山ありま
した。この5日間で学んだことを活かすのも、無駄にするのも自分自身です。常に学ぶ姿勢を忘れずに、成長
していけたらと思います。中央会や各業界の皆様には大変お世話になりました。ありがとうございました。

●山梨県立大学　国際政策学部　総合政策学科

杉山 美穂

　私は、9月7日から11日までの5日間、山梨県中小企
業団体中央会でインターンシップを体験させて頂きま
した。今回の研修では、様々な業界の方から話を聞く
ことができ、これまで知らなかったことを知る良い機
会となりました。同時に、山梨県に住んでいながら山
梨県のことを知らない自分の知識の少なさに気付かさ
れました。また、社会で働くことの大変さや厳しさを
感じさせられ、アルバイトの経験しかない私にとって
とても良い刺激となりました。
　中小企業組合の方々から直接話を聞くということは、普段の生活の中ではなかなかできない貴重な体験
でした。業界の代表者の方々は、それぞれの業界の将来を考え、運営を行っていることがわかりました。
　今回の研修では、人とのコミュニケーションや、常に向上心を持って取り組む姿勢が大事であると学び
ました。インターンシップを経験することで、就職に対する意識が高まり、組織の中で働くことの雰囲気
やイメージを掴めたと思います。
　今後は、5日間の研修での経験をこれからの学生生活や就職活動のなかで役立てたいと考えています。
　お世話になった中央会や各業界の皆様、本当にありがとうございました。

専門家の知恵を利用しませんか?
中央会からのお知らせ

●この支援の利用は、必ず組合の担当者にご相談ください。
　中央会にて審査の上、専門家とともに計画・実施をお手伝いします。

▶中央会が対象経費の２/３を補助いたします。（上限有り）

『個別専門指導事業』（総経費＠2万円～6万円程度）

指導対象　会員組合及び組合員企業

指導内容　専門家による個別相談、講習会、診断

対象経費　専門家謝金


